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１ 開催趣旨 

  秋の連休に恒例となった『自己研修フェスティバル』A-CON も今回で 11 回目の

開催となりました。早いもので始まって 10 年の月日が経ち、皆さんは指導者として成長

しましたか？ 年だけ老けてませんか？人は忘れやすい生き物なのだ。それと同時に飽き

っぽい生き物なのかもしれません。スカウティングも人から忘れられ、あるいは飽きられ

てしまっているのだろうか？はやまの森に集う全ての指導者達にスカウティングの楽し

さ、新たな気づきと課題を提供すべく、基本的なコンセプトはそのままですが、指導者の

成長を求めて今年も開催します！ 

２ 開催事業の名称(以後大会と記述する) 

Adult Leader Camp of Nara 2024 

略称：A-CON 2024 

３ 大会テーマ 

自分を磨こう！歯を磨こう！ 

 奈良県連盟・・やっぱり今年も出来ちゃった！ 
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４ 大会ロゴ  

 

５ 会期・会場 

令和 6 年（2024 年）9 月 1４日 13：00 開会～1６日 1５：00 閉会 3 日間 

⚫ 設営スタッフの入場は 9 月 1３日～とする。 

⚫ 9 月 1３日(金) 運営スタッフ入場・（県外参加者の前泊可） 

⚫ 9 月 1４日(土) 運営スタッフ・参加者入場・設営・開会式・プログラム 

⚫ 9 月 1５日(日) プログラム 

⚫ 9 月 1６日(月／祝) プログラム・場内整備・閉会式・退場 

 

ボーイスカウト奈良県連盟 はやまの森野営場 

  住所：奈良市都祁吐山町 3370    TEL：090-8203-3996 

６ 主催 

ボーイスカウト奈良県連盟 

７ 後援 

公益財団法人 奈良県ボーイスカウト振興会 

８ 協力 

奈良県ユニセフ協会    スカウトショップ高田 
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９ 参加対象 ※留意事項があります 

⚫ 県内・県外加盟登録指導者 

⚫ 県内・県外ローバスカウト 

⚫ 主催者招聘講師 

⚫ 協力団体構成員 

⚫ ゲスト参加者 

⚫ 一般見学者 

 

10  大会参加に関する費用 

(ア) 一般参加費 

大会参加費は 2,000 円とする。（全期間通して一律）  

＊有料プログラムは別途集金となります。 

但し、給食・輸送等単純かつ短期間にご奉仕頂く方については、それら役務を担当する 

責任者と協議の上取り決める。 

(イ) 協賛参加費 

協賛参加費は 5,000 円とする。（全期間通して一律、大会参加費 2,000 円含む） 

 ＊有料プログラムは別途集金となります。 

但し、A-CON ペイ（500 円券×２）クーポンをお渡し致します。 

＊有料プログラム・交流会参加費・B 級グルメに使用出来ます。 

  ＊ご本人が使用しなくても OK。譲渡可。 
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(ウ) 大会参加費・協賛参加費の内訳 

大会参加費・協賛参加費は、大会の準備及び開催に要する経費にあてる 

⚫ 諸準備から報告書作成までの経費 

⚫ ID カードの製作及び配布費用 

⚫ はやまの森施設の使用料(A-CON 特別仕様)及び運営費 

⚫ 炊具・工具の貸出及びその整備費用 

⚫ 各種プログラムへの参加費用 

⚫ 救護衛生費（但し、既往症の処置・通院治療費・薬代は含まれない） 

⚫ 食事のための費用や燃料費(一部助成) 

 

１１ 参加申し込み 

(ア) 参加・予約プログラム予定申し込み 

参加を希望する方は、専用フォームに必要事項を入力し送信する。 

     https://acon.nara-scout.org / 

＊参加申し込み締め切りは 9 月９日（月）とするが、当日の参加も可とする。 

 予約プログラムについては 9 月 5 日（木）２３：５９までとする。 

  ＊「A-CON における予約プログラムの取り扱いについて」をご参照下さい。 

 

 

     

＊参加申込み QR コード 

申込み開始は 

８月１５日～です。 
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１２ 大会のプログラム 

大会のプログラムは開催趣旨に則り、スカウター相互の交流を促し、加盟各団の活動

を底辺から支援することを基本とし、成人の自発的、且つ積極的であり、すべてが自由

意志で参加できる事を前提にしたプログラム展開を行う。同時に「はやまの森」をより

身近なものとして捉えられるよう以下の点に留意して構築する。 

(ア) プログラムの留意点 

⚫ 体験を中心としたプログラムを提供する。 

⚫ 指導者として指導スキルの向上を図れるようなプログラムを提供する。 

⚫ 生活の流れを理解できるプログラムを提供する。 

⚫ 関係組織や諸団体の協力の下、多様性のあるプログラムを提供する。 

⚫ 「はやまの森」の特色や環境を活かし、この場ならではのプログラムを提供する。 

⚫ すべての参加者のニーズを満たせるよう、プログラムのバランスを考慮して提供する。 

⚫ はやまの森の整備・開発を行い、同施設の持続的な維持に務める。 

⚫ 所属意識の高揚を願い、より多くの交流機会を提供する。 

 

 

(イ) プログラムの区分 

⚫ 常設展示（県連広報ブース・協力団体ブース・他） 

⚫ 自由選択型プログラム 

⚫ 自主学習プログラム 

⚫ A-CON 交流会 

⚫ 全体行事 

⚫ 野営場整備（一部自由選択型プログラムにも含まれる） 

 



6 

 

(ウ) 基本日程 

⚫ 朝礼・スカウツオン   8 時 

⚫ プログラム活動     9 時～21 時 

⚫ 交流会         21 時～23 時 

⚫ 消灯         24 時 

 14（土） 15（日） 16（月） 

ＡＭ 

設営 

 

11:30～ 受付開始 

8:00  朝礼 

9:00～ プログラム 

8:00  朝礼 

9:00～ プログラム 

ＰＭ 

13:00  開会式 

14:00～ プログラム 

 

13:00～ プログラム 

 

環境整備 

撤営 

1５:00 閉会式 

夜 

21:00～ 交流会 

 

21:00～ 交流会 
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１３ 会場利用計画 

(ア) 生活地域 

参加者の生活地域として B、C、D サイト並びに中央広場周辺域を設定し、      

一般参加者、運営スタッフの区別なく利用期間・奉仕内容等を考慮して割り当てる。 

また舎営生活を希望するものは、各常設テントを性別及びプログラム利用状況に応じて

割り当てる。 

(イ) 中央広場 

参加者の野営での生活地域として周辺域を確保する他、セレモニー並びに一部、プロ 

グラムを実施するために一定の広さを確保する。 

(ウ) プログラム地域 

自由選択型プログラムや交流会等のプログラムを実施するため中央広場の他、    

オクタゴン地域、A サイト、D サイト地域他を設定する。 

(エ) サービスフロント 

参加者のプログラム・野営生活を支援するための大会の本部機能を中央広場に設け

る。また売店を始め、様々なサービス機能を設置する。 
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１４ 服装及び携行品 

(ア) 服装 

ボーイスカウト日本連盟加盟員が全体行事（場内整備除く）に参加する際は、制服を着

用する。生活やプログラム活動の際には、予め指示があるもの以外はそれに適した服装

とする。 

(イ) 携行品 

野営生活・舎営生活に必要な装備品は参加者がすべて準備し携行する。尚、天幕及び工

具・炊具等は貸出が可能なものもある。 

１５ 集散移動 

参加者の居住地から大会会場までの集散移動に関する経費はすべて参加者の負担とし、

その手段は各自の責任で行う。 

(ア) 個人の車両 

会場内における個人の車両の使用は認めない。                 

集散のために使用した個人の車両は、サービスフロント（総合受付）の指示のもと駐車

するが、その管理は個人の責任で行う。 

＊駐車場所によっては、移動をお願いする場合があるので【駐車証明書】を         

車のフロントに提示をする。 

(イ) 会場内の交通制限 

会期中、会場内を通行出来る車両は、警察、消防、関係業者等の大会業務に必要な 

車両に限定し、その基準はサービスフロントが別に定める。 

(ウ) 入場・退場 

入場、退場については任意とし、その手続はサービスフロントにて行う。 
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１６ 安全管理と救護衛生 

(ア) 安全管理 

大会の参加者は、快適な野営生活を過ごすとともに、自己研修計画の目的を達成するた

めにも、事故発生の防止に努めなければならない。 

すべての参加者は、ほんの少しの気のゆるみから大事故につながる恐れがあることを忘

れず、安全の三原則を遵守しなければならない。 

【安全の三原則】 

⚫ 安全を最優先する。 

⚫ 自分の安全は自分で守る 

⚫ ルールを守る 

 

(イ) 健康管理・個人衛生 

参加者は成人の大会である事を理解し、参加者自身の健康管理と保健衛生に十分留意す

るとともに、応急手当への備えを徹底する。 

 

(ウ) 救護所 

大会会場には救護所を設けない。その為会場内の参加者の健康管理と傷病に対して医療

処置が必要な場合はサービスフロントが外部医療機関への手配を行う。 
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１７ 大会組織と運営 

(ア) 運営の方針 

本大会は次のことを考慮し運営を行う。 

⚫  運営に当たるものは、参加指導者の自己訓練計画に関心を持ち、彼らの目的が   

達成できるよう心がけるとともに、サービス精神をもって対応する。 

⚫ 運営を円滑に進めるために、情報の一元化を図る。 

⚫ 生活設備等についても参加者へのサービスを考えたものとする。 

⚫ 大会運営要員についても同じ参加者であるという認識のもと自己研鑚に務める。 

⚫ 「はやまの森野営場」の維持とスカウトキャンプ場としての開発に努める。 

(イ) 運営組織 

奈良県連盟は各地区協議会並びに県内外関係諸団体等からの人的支援により、県連盟理

事会のもとにコミッショナーがタスクチームを編成し、大会運営に関わる諸準備を推進

する。本大会の運営は、大会長である理事長以下業務ごとに部会を編成し、その業務を

分掌する。 

(ウ) 運営各部の名称と所掌業務 

① プログラム 

⚫ プログラムガイド  プログラムの受付・案内と運営 

⚫ 全体行事      全体行事（朝礼・交流会）の計画と運営 

⚫ 常設展示      県連広報／渉外広報によるプログラムの計画と運営 

⚫ 施設・資材     大物備品・資材の調整と運営 

 

    ② 情報技術 

⚫ A-CON 特設ページの運用、参加申込み（プログラム）システムの開発と運用 
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③ サービス・サポート 

【サービスフロント】 

⚫ 総合受付      全般の情報提供と案内､参加者の管理､現金のやり取り全て 

⚫ セキュリティ    各種規制と誘導、駐車場管理、入退場の管理、宿泊管理 

【ロジスティクサポート】 

⚫ B 級グルメ食堂   有料昼食の販売 

⚫ コンシェルジュ   物資等調達実施サービス 

⚫ 交流会       交流会飲食部分の計画と運営 

 

１８ 大会参加に関するその他の留意事項 

本大会には、次の留意事項があります。参加を計画するにあたりご理解とご協力をお願

いします。 

(ア) 「はやまの森野営場」の維持と開発 

奈良県連盟のランドマークとしての「はやまの森」を継続的に維持し、スカウトのキャ

ンプ場としての開発を意識した行動を心がけて下さい。また「はやまの森」での野営の

みに関わらず環境に配慮した行動を心がけて下さい。 

(イ) 18 歳以下のお子さんの参加 

本大会では 18 歳（ベンチャースカウト年代）未満のお子さん(以下お子さん)を連れて

の参加はできますが、舎営での参加は選択できません。野営での参加になります。ま

た、一部例外を除きお子さんのプログラム参加は出来ません。 

お子さんの交流会参加も原則できません。 

(ウ) 「はやまの森」での隊活動の禁止 

大会の性格上、期間中は「はやまの森」を利用したスカウト隊のキャンプを禁止します。 
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１９ 組織図 

 

大会長

吉田理事長

運営本部長

宮脇県コミッショナー

プログラム運営部

（プログラム調整）

黒田副コミッショナー

プログラムコントロール

（ＱＭ）

田村副コミッショナー

プログラムガイド係

八頭司わかくさ地区

コミッショナー

施設・資材係

西岡副ディレクター

キャストコントロール

松村副コミッショナー

全体行事係
松村副コミッショナー

常設展示係

藪岡総務委員長
智原渉外委員長

サービス・サポート運営部

坂口指導者委員長

サービスフロント

総合受付

セキュリティ

ロジスティックサポート

Ｂ級グルメ食堂運営

コンシェルジュサービス

交流会運営

情報技術運営部

友岡スカウト委員長

安全管理担当

岩井副コミッショナー

大会長付

佐藤・鹿野副理事長


